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私は岡山大学学長であります.皆様にご挨拶を申し上げて,次の私の温泉の医学的応用とい
う話をいたします.実は両方を含めて,なるべく簡単に話を終りたいと思います.前座をつと
めますので,あとに段々と有益な話がありますし,最后には ｢ミクロの世界｣という映画が提
供されることになっています.これは中外製薬の御好意によるもので,特に皆様の為に持って
来て頂いたもので,非常にきれいな天然色の映画であります.結核菌と白血球のた かゝいを立
派に示しておるものであります.又昨年度の科学映画の数々の賞牌を獲得されました有名な優
秀映画であります.
さて三朝にある岡山大学の温泉研究所では,開所してから本年で丁度満20年になりますが,
最初は昭和14年7月に岡山医大温泉療養所として出発し,又岡山医大の病院の分院という恰好
で出発しました.その後,ラジウムを沢山含むので,放射能泉を研究する放射能泉研究所とい
うことになり,それから更に岡山医科大学が岡山大学という新制の綜合大学になってから,こ
ちらも岡山大学温泉研究所ということになりました.内容も医学の研究ということだけでな
く,もっとつっこんで温泉そのもの 理ゝ学,理学的研究,温泉に関係あります化学,更には地
質という研究の講座をもうけ,温泉というものを掘 り下げて根本的に研究し,そしてその得ま
した研究成績を人体に応用しようという,このような理学と医学を兼ね合せた研究所に変り,
段々と内容が発展した訳であります.このような恰好をもっております研究所は吾が国におい
ても,他に類を見ない非常に特色をもった立派なものであります.開所以来20年を経ました
が,その間大きな戦争もありましたが,順調に発展し,立派なものになりました.研究所の発
展には,三朝町及び倉吉市の皆様の公私にわたる御支援によることが多いのでありまして,私
としては非常に感謝しているものであります.今後も,益々内容を拡充いたしまして,我が国
における立派な研究所として発展させたいと思っています.この上ともよろしく御支援を頂く
ようにお願いします.本日は20周年をいさ かゝ記念して講演会をもよおし,新装なったばかり
2の市の公会堂を拝借し,暑さの折にも拘らず,多数の皆様をお迎へしました.主催者として大
きな慶びであります.さて挨拶を終りまして講演にうつります.
私の講演はた 思ゞい出話でありまして,私が列国の温泉を訪問して温泉につかりながら,見
た愚出講を1言2言申し上げたいと思います.さて日本は持たざる国,アメリカは持てる国で
あるという風に簡単に比較されておるのでありますが,成程アメリカは国も大きいし,金持で
もあるし,資源が非常に豊富で,日本は資源も少なく,貧乏国で色々の点で2っは対照的に比
較されているのでありますが,こと温泉に関する限り全く反対で日本こそ持てる国であり,ア
メリカは持たざる国であります.日本位,国内に沢山温泉が湧き出ている所は世界に数少いの
であり全く神から与えられた大きな恩恵で,福利になっています.それによって地味が肥えて
色々の農産物が出来,又工業的なものが出て来ます.そういう事の他にE]本国民が温泉にtJiた
って,或は医療に或はレクリェーションに利用され,日本人誰でも手近の温泉につかって,痩
れを癒す,保養することが出来るという事は,アメリカでは全く類がない事で,温泉としては
日本は持てる国であり,大きな宝であります.この宝を開発し,これを極度に利用するという
ことは,書々に与えられた責務であると考えるものであります.
私は1937年に,今から約22年程前にドイツに行っておりましたが,その時秋の10月にたまた
まハンガリヤのブタペストで第一回の国際温泉会議が開かれましたが,私はハンガリヤの方に
行きたいと思っていましたので,その機会を利用して,ブタペストに参ったのであります.と
ころが,16ヶ国から人が集っていたのですが,日本からは私一人しか行っていませんでしたの
で,日本の代表になってくれということで,日本の代表としてその国際温泉会議に祝辞を述
べ,色々の行事に参加いたしまして,その会議に最后まで列席いたしました.この会議はハン
ガリヤ政府が主催いたしましたので,それに出席していた1週間は,国賓待遇と申しますか,
非常に丁重な取扱いをうけました.市長の招待であるとか,内務大臣の招待であるとか,観劇
など色々ありましたが,私を一番喜ばせましたのは,ブタペスト及びその周辺にあります温泉
施設をくまなく案内してくれて説明してくれましたことであります.ブタペストは丁度日本の
別府のように町中温泉がいたるところにふき出しておるところであります.ヨーロッパでは温
泉が色々あります.例えばドイツ,イタリヤ或はハンガリヤなど色々あります.あとで森永教
授が昨年そういうところを,いちいち御視察になって来ているので,後程お話が出ると思いま
す.そういうブタペストでありますが,私の泊っていたホテルはホテル ･パラチーヌスという
立派なホテルでありましたが,各々の部屋に夫々温泉が管でかいてございます.そういう温泉
に泊ったことがないので私はその時,びっくりいたしましたが,ちゃんと部屋に風呂があり,
トイレットがある.特殊な風呂で,つまり温泉がひいてある.又温泉でない普通のシャワーの
ようなものもあり,それがどの部屋にもついており,立派な設備になっている.他に大きな温
泉もありました.それから,その温泉にも色々の種類があり,皆様も今日では御承知のように
飲泉であるとか,蒸気の吸入であるとか,砂風呂のように砂の中にもぐるのもあり,又温泉の
成分,鉱物を含んだ泥を体にぬりつける治療であるとか,非常にあつい温度でもって体をむす
ような装置とか,又強い圧力で湯を流す,ふきかけるような Duscheと申すものもあり,色々
3のものがあって,非常に啓発されたのであります.そして温泉にくる人には,2通りにわかれ
ます.1っは療養,1っはレクl)ェ-ションにくる人とでありますが,例えばレクl)ェ-ション
も非常に堅実でありまして,家族づれでくる.療養に来る人は先ず温泉医を訪問すると,医者
が病気を診断して,あなたにはどういう種類の温泉に何分間或は1日何回入 りなさいというよ
うな医者の処方によって,その人が温泉を利用している.我々は苦は,22軍前の話ですが,私
の知 る範囲では,例えば三朝なら三朝に来 ると,ドポッと湯につかって帰るという事であっ
たのでありますが,ハンガリヤのその温泉では医者がおって処方している.だから自分が風呂
に入るつもりで温泉に来たところが,医者から泥を体にぬりつけた方がいいと云われ ばゝ,そ
ういう風にして温泉を利用せねばならぬという事になるのでありまして,色々,人人によっ
て,病気病気によって,温泉をつかっている.レク])ェーションに来ている人は,普通の大
きな浴槽につかっている.これも私は非常に感心しました.そういうことは書物で読み,又聞
いていたのでありますが,その施設が立派であります.ハンガリヤのセントリュ-クスという
温泉では,そういう治療用のものが沢山あり,とくに泥浴が非常によく出来ており,立派な設
備がありますので,感心したのであります,帰 りましてから2年して,こ にゝ三朝温泉療養所
というものが出来たのであります.当時学長は田村於兎という先生で,病理の先生でしたが,
三朝温泉療養所をつくるということになったので,君が国際温泉会議に出席して見て来た色々
の知恵をこゝに出して設計その他をやってくれないかと云 う事で,私はほやほやのそういう見
聞の知識を色々設計に,施設に述べさせて頂き,こちらの三朝温泉療養所にお風呂も出来ます
し,Duscheという水圧療法もやりますし,湯も飲むという事をやりますし,規模 は小さいな
がらも,そういうものを揃えて皆様の御利用を待った訳であります.そして病院でありますか
ら,医者が処方するようになった訳であります.た ハゞンガリヤと違いますところは,一般の
温泉客は宿屋の方に泊ってしまって,医者の処方も何にもなしに,又病気の湯治に来ている人
も医者なしに入っておる.た 療ゞ養所の方は本当の病人だけしか病院に来ない.ハンガリヤで
はそれが一緒に1っになっておる.病気のために温泉に来た人は医者が必ず診る,とい う風に
なっており,そういうところが違っております.
それから3年,たしか昭和17年か18年に,ドイツの温泉使節及びイクリヤの温泉使節が日本
に釆まして,これは日本の鉄道省が国賓として招いたものであります.当時,日独伊三国枢軸
という政治上の同盟がありましたが,三朝温泉に来る事は,私は知らなかったのですが,鉄道
省より岡山に電話がかゝり,その温泉使節が岡山の八木に会いたいと云 っておる,ブタペスト
で温泉会議に一緒に居た人だということで,それでやっと私は思い出しまして,汽車はタダに
するから,切符は何時でも出すから来てくれということで,三朝に行ったところ,その人が来
て居 り,岩崎に泊っておった.それから医大に来て,1日ゆっくり施設を見学し,まぁ私とし
ては思いがけないところで,旧交を温めた訳でございます.鉄道省は特別の革をつけまして,
そこには寝台もあれば,食堂もあるという貴賓車をつけまして,帰 りは和田山を通って姫路ま
で行きました.そういう記憶があるのであります.その時ドイツの温泉使節は,三朝の療養所
を見まして,とにかく非常に小さいながら,完全に出来ており,大変結構である.大いに発展
4を祈るということを云って帰りました.
その後,話は元に帰りまして,私はハンガリヤの帰 りに色々の温泉を見ました. ドイツの温
泉,オーストリヤの温泉はザルツグルグという処にあります.ドイツではパパリヤ地方つまり
バイエルンに色々の温泉があります.ミュンヘンの南にある BadWiessee,BadT61Z或は
BadAiblingなど色々あります.大抵 1っのホテルに50か60位部屋があり,大きいところでは
100位の部屋があり,そして医者がおりまして,その温泉は,たいていヨードか硫黄の温泉で
す.そういう処で医者が診断して湯治をやらしている.その病人の多くはリウマチ,或は心臓
病或は血管の硬化した高血圧,或は慢性病,痛風というものが来ており,皆医者の処方をうけ
て治療している.こういう事は,ドイツもハンガリヤも同じことである.そういう風に温泉を
所謂医学的に利用していることに感心したのであります.
日本では温泉は元々医学から出発しているのではないかと思います.どこの温泉の歴史を見
ましても,最初は何か動物がケガをして脚を射たれて,それが温泉に脚をつけてなおしている
のを坊さんかなんか 見ゞて,温泉が病気をなおすことに効果があることを知って,温泉を利用
したと云われているが,坊さんの名前は弘法大師とかなんとか色々あります.半分は作り事で
はないかと思いますが,真偽の程は判 りませんが,要するに医学というものをもとにして,堤
泉というものが着目されたのではないかと思います.ところが,その医学の万の応用というこ
とに関しては苦から今日に至るまで,非常に低調であります.た 僅ゞかに非常に設備のわるい
何とかの湯というのが病気に利くという事で利用されている.しかも医者とは無関係に利用さ
れている.そしてレクリェーションの方に非常に発達いたしまして,立派な宿屋が立ち並び,
そして立派な料理が用意されて,そしてサービスガールが沢山出まして,そういう面で日本の
温泉というものはどんどん発展して,医学の方が非常に小さく,もともと医学で利用されていた
ものが,非常にまずい姿で片隅に押しやられている恰好ではないかと思います.私は嘗って北
陸の森本温泉に行ったことがあります.私は別に病気療養で行った訳ではありませんが,山中
とか山代というあの辺の温泉は知っていましたので,少し変った処に行こうではないかと云 う
ことになりまして,学会のあと友人3人と行きました.行って見ましたところ,まことに粗末
な設備で,聞きますと,痔に効く温泉ということで,温泉に入って見ますと,円い浴槽で,何
か色のついた黄色いような湯であったと思いますが,皆湯ぶねのフチにおしりをのせまして,
後向きに腰かけて,おしりを温めており,気持がわるくなって,入らずにとうとう帰ったこと
があります.話を聞きますと,皆痔が悪いと云って来るそうです.そして朝から晩まで,しり
をつけている人もあるし,或は1日1ペんつけている人もあり皆勝手にやっておる.そういう
ことは外国ではない.勝手にやっている処はない.皆処方を持っている.同じ痔でもあなたは
1日15分2回つけなさいとか或は20分3回つけなさいとか1回つけなさいとかいう風に夫々医
師がついてその処方でやっている.そういうことが医学を利用していることになる訳でありま
す.日本では中には無茶な人がいて折角来たのだから.出来る丈け沢山つかっておかないと損
だという事で,朝から晩まで5へんも10ぺんも湯につかって ｢湯中り｣をおこす人もある.そ
ういう風に学問を余り尊重しない,非科学的なところがあると思うのです.日本は結局遊楽場
aとして非常に発達しました.これはい 事ゝかわるい事か判 りませんが,弊害もあると思うので
す.三朝でも娯楽或は遊び場として非常に発達しまして,本来の姿が歪められているのではな
いかと思われます.最近,温泉会館というものが建築中でありますが,やがて出来上る,これ
は医者が処方を与える温泉として,広く一般に閃放して,集会もし,色々余興,或は映画もや
る,泊る施設ではないが,食事,休養,温泉治療にするんだという話を聞き,私は非常に喜ん
でいるのです.そういうことこそ,健康な温泉の医学的利用の本当の姿であります.医学的に
利用しないで,温泉が享楽に応用される面ばかりが発達するのでは因る.よく三朝温泉に行っ
て来たなんて云うと,知らぬ人は ｢君はえらいえ 事ゝをして来たネ-｣などといって,ニタニ
タしているので,どういう訳かと,こちらからつっこんで聞きますと,返答に因ってとまどう
という事になる.それは結局,三朝に行って酒でものんで,女遊びでもして来たという風にと
っているのではないかと思 うのです.そうい うことでは,三朝の温泉の品位は向上しません
し,日本全体としても温泉の品位を傷つけることになる.そういう種類のわるい面での遊興と
いうものは,それは全然根絶Lにするということは困難で,あっても宜しい,しかしそういう
ことはごく隅っこにおしやって目立たぬようにして,温泉を健康なレクリェーションの場にす
る,それから温泉を医学的に利用するということであると思 うのです.アメリカの温泉に私は
たった1つしか行ったことがありません.アメリカはあんな大きな国でありますが,いくら有
るのか知 りませんが,私の聞いたところでは4つか5っしか主なものが有 りません.私が行っ
たところは Virginiaにホット･スプリングという村があって,そこにホ-ムステッドという
温泉宿がある.アメ])カ第1のぜいたくな温泉場であります.そこで,私の屑する専門の産婦
人科学会がございました.そこに行くと申しましたら,ニューヨークあたりで,そこは非常に
ぜいたくな所で宿賃が高いから,財布の紐をしめて行かないと,あとで帰 りの旅費がなくなり
ますよと,私はか らかわれたことがあります.びっくりして行った,友人を1人つれて行っ
た.汽車で行きます途中,誰にもホームステッドの学会に行く人に出会いません.不思議だな
ぁと思って行きましたら,皆,自家用車で乗りつけておる,飛行機で行っておる人もある,汽
車でのろのろと行っているものは無かった訳であります.立派な第1級のホテルで,日本には
ないようなホテルでありました.硫黄泉で立派な設備,ぼう大な山の中の平原を利用したとこ
ろで,ゴルフ場があるし,テニス場がありますし,野球場,乗馬クラブもあるし,自動車をの
りまわすところもありますし,公園がありますし,動物園がありますし,ありとあらゆるそう
いう施設を全部ホテル地域内にとり入れておる.ホテルの中に,1.000人～2.000人が入れる大
きな学会の出来るところがあり,こういう部屋は10も15もある･小さな,10人～20人の部屋は
いくらもある.食事は非常にぜいたくで,又ラジオ,テレビもいたれりつくせりで,又私は初
めて見たのですが,ニューヨークからテレタイプと申して,株の値上 りとか値下りとかいう事
をタイプで打っておりますが,ホテルのロビーにあって,年中人がいなくても,ガタガタタイ
プを用葦に打ちつけている.皆一生懸命に見ている.私は別に関係ありませんから,一寸見た
丈けであります.まぁそういうぜいたくなもので,学会も3日間あり,温泉にも毎 日入ったの
です.非常に良い部屋でありましたので,実は一寸財布の方が心配になって,もっと悪い部屋
6はないかと云ったのです.アメリカでは卒直に云った方がよいというので云った処が, ｢あな
たは日本の学会の代表として招待れているのですから,全部只です｣ とマネージャ-が云って
くれましたので,やれやれと思ったのでございます.そういう温泉でありますが,湯治客は医
者に治療してもらっている.私はそういう所は若干の見聞でありましたが, ドイツはもっと平
民的,国民的で,さっき申しましたような小さい温泉宿が沢山あって,丁度日本とよく似てい
る.日本も例えば三朝温泉というところに遊びにゆく,レクリェ-ションで遊びに来る人はそ
れでよろしゅうございますが,何か慢性病の療養に来る人,保養に来る人は,医師が診断して
温泉を処方するという具合になって欲しいと思います.今回出来ます温泉会舘もそういう構想
に於いて,まことに結構なことだと思います.そういう事が単に三朝温泉だけでなく,日本全
体の温泉地がそうならなければならぬ.それには日本人が如何にして温泉を利用するかという
事を正しく理解しなければならぬ.そうすれば,神から与えられた天与の温泉,有難い温泉を
極度に吾々の健康増進に或は能率増進に利用することが出来ます.
温泉研究所の万におきましては,地質とか化学とか或は温泉の水の化学的成分などを詳しく
調べて貰い,そういう研究を基として,医学の方では即ち病院では病気を癒すという事に非常
に研究しているのであります.従いまして,温泉研究所というような所の注意,勧告をよくお
聞きになりまして,御病気の万はよく診察をお受けになりまして,そして丁度適当した程度に
温泉を利用して頂きたいのであります.温泉に入ったら悪いという病気もありますからして,
そういう点をよく考えて,有効に使われて,健康を増進するという風にならなくてはならぬと
思います.まだそういう面におきまして,日本の温泉というものは,まだまだ遅れています.
最近ようやく私が22年前にハンガリー で見たような具合にやっとなって来ています.先年私が
2年程前に北海道に参 りまして,定山渓或は登別の温泉に行きましたが,立派な5階建の鉄筋
コンクリー トのホテルが出来ていまして,部屋は夫々温泉の風呂をとって,トイレもあります
し,部屋は洋間もあり,日本間もありますが,丁度22年前に私がハンガリヤのホテル･パラチ
-ヌスで経験して参りましたように,同じように今 日なっている,箱根あたりでも恐らくそう
なっていることでしょう.今日三朝でもそういう憤向になっています.岡山にあります奥津温
泉でもそういう風になっています.20年ばかり遅れていますけれども,段々そういう風になっ
て,建物だけは,そのようになっています.果して国民が温泉を利用する心構えが,列国のよ
うにいっておるかどうかという事は,これは私はまだまだ遅れていると思います.そういう点
を啓発いたしまして,温泉というものは風呂に入るように,た ぼゞやっと温泉に入るのではな
くて,病人であった場合は必ず処方をもって入る.お風呂に入ってよい場合もあれば,温泉の
水を飲んだ方がよい場合もあるし,或は蒸気を吸った万がよい場合もあるし,或は体にまきつ
ける泥のようなものにした方がよい場合もある,色々ありますので,その種類,時間を医者の
指示に従ってやる,これはた にゞ無駄になる事をするのではなくて自分の体にためになること
をするのだ,そういう理解をもって大いに温泉を利用し,そして持てる国の日本人としての特
権を大いに利用して頂きたいと思 うのであります.そういう意味合いにおきまして,今後益々
三朝の温泉研究所も発展し,また三朝を中心とする御当地の万々が,卒先して御理解下さり,
他の温泉地に対し模範をお示し下さるように努力して頂きたいと念願いたす次第であります.
(拍 手)
温 泉 と 鉱 床
東京大学理学部教授
渡 辺 武 男
スライド多数を用いての講演であったので,その詳細な内容は学術報告として岡山大学温泉
研究所報告にあらためて掲載の予定.
